
※令和５年度以降入学生用 

学校番号 3014 

 

令和５年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 言語文化 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 高等学校「標準 言語文化」 （第一学習社） 

副教材等 「常用漢字ダブルクリア 四訂版」 （尚文出版）、 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・社会人として必要な国語の基礎学力を高めることを目標に、積極的に学習に取り組んでください。 

・多くの作品に触れることにより、登場人物の心情に対する理解を深めることで、自身の感性を養ってく

ださい。 

・多くの言葉に触れ、コミュニケーションを円滑にするために自分の言葉で意思を「表現する力」を身に

付けてください。 

・有名な古文と漢文の作品に親しみ、文化的背景や特色を理解することで教養を高めます。そのために授

業で紹介する古典常識や文法事項について、しっかりと学習してください。 

・漢字帳（副教材）を利用し、語彙力を豊かにしてください。 

・提出物などの期限をきちんと守り、社会人として必要な「自己管理能力」を身に付けてください。 

 

２ 学習の到達目標 

（１）「知識及び技能」において 

・語彙力を豊かにし、言語文化に特徴的な語句の量を増やすことでそれらの文化的背景について理解を 

深め、文章の中で使うことを通して、語感を磨くことができる。 

（２）「思考力・判断力・表現力」において 

・作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ方、考え方を深め、言語文化について自身の考え

を持つことができる。 

（３）「学びに向かう力， 人間性等」において 

・言語文化に対する関心を持ち、知的好奇心を持って学習する態度を育んでいる。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観点 ａ 知識・技能 ｂ 思考・判断・表現 ｃ 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

伝統的な言語文化及び言葉の

特徴やきまり、漢字などにつ

いて理解し、知識を身につけ

ている。 

「書くこと」、「読むこと」の各領域に

おいて、言語文化に触れ自身の感性

や教養を高める中で、思いや考えを

広げたり深めたりしている。 

自ら積極的に他社と関わった

り、思いや考えを深めたりする

中で、言語感覚を磨き、言葉を

効果的に使おうとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



※令和５年度以降入学生用 

学
期 

単元の学習内容 単元の評価規準 
評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

 

我が国の言語文化についての

理解を深めるために、古典の世

界に親しむことの意義を知る。 

ａ：文語の決まりを理解し、文字の変化につ

いても理解する。 

ｂ[ 読 ]：古典特有の表現や仮名遣いを学

び、作品の読み方を学ぶ。 

ｃ：我が国の言語文化に興味・関心を深め、

積極的に学習に取り組めているか。 

ワークシート 

提出物 

 

定期考査 

ワークシート 

提出物 

 

定期考査 

ワークシート 

提出物 

行動の観察 

振り返りシート 

［教材］ 

      「古文の学習」 

古典の文章に慣れるとともに、

現代に通じる話の面白さや人間

描写の巧みさを知る。 

ａ：古文の特徴を踏まえながら、文章に描か

れている人物の心情を表現に即して読む。 

ｂ[ 読 ]：心理描写を丁寧に追いかけ、現

代人の私たちにも共鳴できる部分につい

て、考察を深める。 

ｃ：説話を積極的に読み味わい、互いに話

のおもしろさを伝え合おうとしている。 

ワークシート 

提出物 

 

定期考査 

ワークシート 

提出物 

 

定期考査 

ワークシート 

提出物 

行動の観察 

振り返りシート 

［教材］ 

「児のそら寝」 

古典の文章に慣れるとともに、

古文における人物造形のおもし

ろさを読み取る。 

ａ：事件を叙述する手順を理解し、登場人

物の行動の描かれ方や心情を読み取る。  

ｂ[ 読 ]：主人公と世間の人との考え方の

違いを通して、様々なものの見方や考え方

を捉え、人物造型のおもしろさを味わう。 

ｃ：文章に描かれている人物の心情を表現

に即して読み、異なる立場から読み深めよ

うとしている。 

ワークシート 

提出物 

 

定期考査 

ワークシート 

提出物 

 

定期考査 

ワークシート 

提出物 

行動の観察 

振り返りシート 

［教材］ 

「絵仏師良秀」 

思索的な随筆を読んで、作者の

批判的精神が提示する事柄を

具体的に読み解く。 

ａ：作品に表れているものの見方や考え方

を捉え、内容を解釈する方法を学ぶ。 

ｂ[ 読 ]：本文中に表れた作者の批判・教

訓を通して、自身の生活を振り返る。 

ｃ：本文中に表れた作者の批判・教訓など

を積極的に読み取り、考えたことを伝え合

おうとしている。 

ワークシート 

提出物 

 

定期考査 

ワークシート 

提出物 

 

定期考査 

ワークシート 

提出物 

行動の観察 

振り返りシート 

［教材］ 

『徒然草』 

「ある人、弓射ることを習ふに」 

話の中で和歌が果たしている役

割を押さえ、歌物語の特徴と読

み解き方を理解する。 

ａ：話の中で和歌が果たしている役割を押さ

え、歌物語の特徴と読み解き方を理解す

る。 

ｂ[ 読 ]：作品の歴史的・文化的背景を理

解し、歌物語では感動の中心が歌にあるこ

とを理解し、内容や展開を的確に捉える。 

ｃ：歌物語に積極的に親しみ、学習課題に

沿って和歌の果たす意味を捉えようとして

いる。 

ワークシート 

提出物 

 

定期考査 

ワークシート 

提出物 

 

定期考査 

ワークシート 

提出物 

行動の観察 

振り返りシート 

［教材］ 

『伊勢物語』 

「芥川」 

調べた修辞技法に留意しなが

ら、和歌の鑑賞の仕方を理解す

る。 

ａ：我が国の伝統文化の一つである和歌の

表現の技法とその効果について理解し、そ

れぞれの歌集の特色を捉える。 

ｂ[ 書 ]：それぞれの立場・生活から読ま

れた和歌を、対象の捉え方や表現技法に

留意しながら鑑賞し、まとめる。  

ｃ：進んで和歌の特徴を理解し、進んで和

歌を鑑賞しようとしている。 

ワークシート 

提出物 

 

定期考査 

ワークシート 

提出物 

 

定期考査 

ワークシート 

提出物 

行動の観察 

振り返りシート 

［教材］ 

「万葉・古今・新古今」 

我が国の伝統文化の一つであ

る短歌・俳句の鑑賞の仕方を理

解し、近現代を代表する歌人・

俳人の作品を味わう。 

ａ：我が国の言語文化に特徴的な短歌・俳

句表現の技法とその効果について理解す

る。 

ｂ[ 読 ]：作品に表れているものの見方を

捉え、内容を解釈する方法を学ぶ。 

ｃ：情景、心情などを捉え、短歌俳句の趣を

感じ取ろうとしている。 

ワークシート 

提出物 

 

定期考査 

ワークシート 

提出物 

 

定期考査 

ワークシート 

提出物 

行動の観察 

振り返りシート 
［教材］ 

  「その子二十」「こころの帆」 

 



※令和５年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

※表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度   

※単元の評価規準[ｂ]について…括弧内には[ 話／聞、書、読 ]のどれか一つを記入して下さい。 

※年間の各領域時間数 

  ・話すこと／聞くこと …  （         ）時間 

  ・書くこと      …  （    ５    ）時間 

  ・読むこと      …  （    ６０    ）時間 

漢文を訓読する基礎知識とし

て、返り点の種類と使い方、助

字、再読文字を習得する。 

ａ：訓読のきまりを理解し、故事成語や格言

に多く触れることにより、語句の量を増や

し、語彙を豊かにする。 

ｂ[ 読 ]：訓読のきまりを理解し、漢文の読

み方を学ぶことを通して、我が国の文化と

外国の文化との関係について理解する。 

ｃ：日本文化の礎の一つといえる漢文に興

味を示し、漢文訓読の基礎知識を積極的

に身につけようとしている。 

ワークシート 

提出物 

 

定期考査 

ワークシート 

提出物 

 

定期考査 

ワークシート 

提出物 

行動の観察 

振り返りシート 

［教材］ 

「訓読に親しむ（一）（二）（三）」 

漢文の訓読に慣れるとともに、

現在使われている言葉が漢文

に由来することを知る。 

ａ： 訓読のきまりを理解し、故事成語や格

言に多く触れることにより、語句の量を増や

し、語彙を豊かにする。 

ｂ[ 書 ]：たとえ話を読み解き、内容や展

開を的確に捉え、他の故事成語について

も調べる。 

ｃ：故事成語の由来となった話を積極的に

読み、わかった内容を工夫してまとめようと

している。 

ワークシート 

提出物 

 

定期考査 

ワークシート 

提出物 

 

定期考査 

ワークシート 

提出物 

行動の観察 

振り返りシート 

［教材］ 

「狐借虎威」 

現代詩の鑑賞のしかたを理解

し、作品にこめられた作者の批

判精神を読み取る。 

ａ：作者の表現の工夫と、作品に表れてい

るものの見方や考え方を捉え、内容を解釈

する。 

ｂ[ 読 ]：語りかける特徴的な文体を読み

取り、誰に向かって何を訴えかけているの

かを捉えようとするとともに、作者の批判精

神を自身に引き付けて受け止め、考えよう

としている。 

ｃ：繰り返し音読し、積極的に詩のリズムを

理解しようとしている。 

ワークシート 

提出物 

 

定期考査 

ワークシート 

提出物 

 

定期考査 

ワークシート 

提出物 

行動の観察 

振り返りシート 
［教材］ 

   「自分の感受性くらい」 

散文詩に親しみ、「I was born」と

いう言葉がどのようなイメージで

捉えられているかを読み取る。 

ａ：散文詩の特徴やその効果について理解

する。 

ｂ[ 読 ]：登場人物の心情など、作品に表

れているものの見方や考え方を捉え、生と

死について考えを深める 

ｃ： 「僕」の理解したイメージをふまえて、自

己の経験を活用して、生まれることの意義

の考察に主体的に取り組んでいる。 

ワークシート 

提出物 

 

定期考査 

ワークシート 

提出物 

 

定期考査 

ワークシート 

提出物 

行動の観察 

振り返りシート 

［教材］ 

    「 I was born」 

 

漢字の知識を習得し、語彙力を

向上させる。 

ａ：漢字の知識を習得し、語彙力を向上さ

せている。 

ｂ[ 書 ]：正しい漢字を活用できる。 

ｃ：漢字の学習に対して興味を持ち、向上

心を持って取り組んでいる。 

小テスト 

提出物 

 

定期考査 

小テスト 

提出物 

 

定期考査 

小テスト 

提出物 

行動の観察 

 

［教材］ 

 「常用漢字ダブルクリア 四訂

版」  


